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［名古屋大学 豊田講堂］ 

代数幾何学での業績により1990年にフィールズ賞を受賞。

日本人では3人目だが、日本を拠点として研究を行い受賞した

東洋初の数学者。2021年に文化勲章を受章。
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　数学の楽しさとは何か？解けたら誉められるので楽しい、というのもあるかも知れません。しかし、もっと純

粋に、解けた快感、あるいは更に分析すれば、見方を変えた途端それまで謎だった物が、霧が晴れるように

スッキリと分かる感じ、と言えば良いでしょうか？実は、学生時代に数学の勉強において感じるこのような感

情は、数学研究を一生の仕事とするようになっても同じように続く、研究の原動力と言えます。

　さて、数学の美しさというと、そんな物はあるのかと返事が返ってくるかも知れません。しかし、数学にも、

他分野さらには芸術などにも通じる美しさがあります。数学の美しさというのは、飾って鑑賞する類いの物

ばかりではなく、研究者にとっては数学研究の正しさと表裏一体となる死活的に重要な物です。

　講演では高校生の頃の思い出や研究者になってからの体験を振り返りながら、具体例を交えて、これらに

ついてお話しします。

　1951年、名古屋市生まれ。京都大学大学院理学研究科修士課程修了後、京都大学理学部
助手、米国ハーバード大学助教授、米コロンビア大学客員教授、名古屋大学教授などを歴任し、
1990年に京都大学数理解析研究所教授となった。2010年には名古屋大学からフィールズ賞
受賞等の功績を讃えられ、特別教授の称号が付与された。2011年から3年間、京都大学数理
解析研究所の所長の任に就いている。また、国際数学連合関連をはじめ、数多くの国内外の重
要な委員を務めている。
　専門は代数幾何学の研究。ハーツホーン予想を解決した論文は、数学の歴史に刻まれる功
績となり、この論文を手がかりにした「森理論」（代数多様体の極小モデル理論）で、1990年に
日本人3人目となるフィールズ賞を受賞した。同年、文化功労者に選ばれたのに加え、米国数学
会コール賞、日本学士院賞ほか多くの著名な賞を受賞している。2021年に文化勲章を受章。
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